
令和5年度第1回
市川市地域ケア推進会議

令和５年７⽉２７⽇⽊曜⽇
１８時から１９時３０分予定
市川市役所第１委員会室

〜⾼齢者の“居場所“について〜



本⽇の次第
（１）前回会議の振り返り
（２）⾼齢者の“居場所”について
（３）居場所に対する⽅針（案）
（４）意⾒交換
（５）次回会議に向けて
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本市の地域ケア推進会議で⽬指すもの



（１）前回会議の振り返り

【主な意⾒】

○地域ケア会議に際し、本⼈の意向の把握が不⼗分

○本⼈の希望というより介護者の負担軽減が⽬的

○家が居場所でもいいのでは

○真に居場所を必要としているのはどんな⼈︖

○趣味や特技を⽣かせる場所や⼈へのつなぎがあれば…

○⽬的ある活動への参加⽀援、“サードプレイス” 等
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「居場所」・・・
⼈が気兼ねなく⾃分を解放してくつろげる場所、あるいは、

⾃分がそこに居ることが誰からも認められている場所

「サロン」・・・
全国社会福祉協議会が使ってきた表現。⼈が楽しみを求め

て集まり交流する場所というところに重点がある

「通いの場」・・・
厚⽣労働省が名付けたもの。介護予防に役⽴つ効果のある

場に繰り返し⾏ってほしいという趣旨

（公益財団法⼈さわやか福祉財団編「住⺠主体の⽣活⽀援サービスマニュアル第3巻居場所・サロンづくり」2016年）

（２）⾼齢者の“居場所“について
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参考）国の⽰す“通いの場”の類型
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参考）“サードプレイス”という概念
「サードプレイス」・・・
コミュニティ（⾝近な地域）において、⾃宅や職場とは

隔離された⼼地の良い第３の場所を指す。
例として、カフェ、クラブ、公園、馴染みの⾷堂など

「ファーストプレイス（⾃宅）」・・・
くつろげる場所ではあるものの、親や配偶者、⼦どもと関わる

なかで⼀定の責務とストレスが⽣じる

「セカンドプレイス（職場）」・・・
社会的な⽣活を営む場所であり、仕事や役職上の⽬標を達成す

るために本来の⾃分とは違う振る舞いを演じることが少なくない
7



“居場所のニーズ”を再点検
出典︓令和３年度中に実施した地域ケア会議において「居場所」を

テーマとした事例

⽀援のうえで居場所を必要とする理由 計
交流 15
活動量維持 5
閉じこもり防⽌ 5
介護者の負担軽減 3
新規居場所の開拓 3
社会的役割を持つ 2
認知症⾼齢者の居場所 2
⾒守りの場 2

計 37
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たまには⼈
と話したい

気分転換
したい

淋しい
誰かといたい

⼦の元に引越して
⼟地勘がない

知り合いがいない

病気前と同じ
活動が
できない

“居場所”が必要な理由（本⼈）

配偶者を亡くし
ひきこもりがち

うつや認知症で
意欲がわかない

新型コロナで
知⼈と会えない
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“居場所”が必要な理由（⽀援者）
ケアマネジャー等介護者

気分転換
したい

誰かに話を聞い
てもらいたい。

⾃分の時間
がほしい

前のように元気
になってもらい

たい。

このままでは
フレイルが進⾏
してしまう

家族の息抜き
が必要
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家だけが“居場所”でいい︖

家に「居場所」は必要で、⼗分な満⾜を得ている⽅もいる。
しかし、家の外にも居場所を必要とする理由があります。

①家族と折り合いが悪いケース
②家族（特に介護者）とは適度な距離感がほしい
③ひとり暮らしや⽇中独居の“⾒守り”ニーズ
④空間が変わると気分転換になる
⑤介護予防・重度化防⽌のため活動量が必要

等
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“居場所”の持つ⼒で
⼼と体の健康を保ちたい︕
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居場所の課題は︖



“居場所・通いの場”の分類

※タイプ０は「住⺠を取り巻く多様なつながり」を⽰す。
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タイプ０
住⺠を取り巻く
多様なつながり

近所の公園
地域⾏事
図書館
カラオケ
ショッピングモール
カフェ
馴染みの飲⾷店
スポーツジム 等

タイプⅠ
⽣きがい楽しみ

タイプⅡ
交流（孤⽴予防）

タイプⅢ
⼼⾝機能維持・向上

いきいきセンター
公⺠館の活動
体育館等のサークル
カルチャースクール
ボランティア・NPO活動 等

てるぼサロン
⾼齢者クラブの集まり
認知症カフェ
家族介護教室
地域ケア拠点 等

市川みんなで体操
健康スポーツ教室
デイサービス 等

市川市には多様な“居場所”がある
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つながりたいと思っている⽅を
そうした場につなげたい
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“居場所“の課題整理
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つながりを
求めているが
持てていない
⾼齢者

居場所を知らない

⾏くのが困難

きっかけがない

つながりを
持てている

つながりを求めていない

つながりを
求めている

つながりを
持てない

⼈とつながる意欲が全くない⾼齢者

⼈とつながるのに抵抗がある⾼齢者

本⼈に合った
居場所へ⾏ける
ようサポート

気持ち

実態

まずはコレに⼒を⼊れたい︕



本⼈の興味・関⼼に応じた“居場所”はきっとある。
まずはアクセス（つなぎ）を向上することが重要︕

【課題】 【⽅法】

○居場所を知らない ➡ 情報・案内
○⾏くのが困難 ➡ 移動の⽀援、付添い
○きっかけがない ➡ 参加の声かけ、お誘い
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（３） “居場所“に対する⽅針（案）



（３） “居場所“に対する⽅針（案）
①居場所の情報や案内
―最近、市はこんな取り組みをしています
「きょういくところ」
「いちかわ⽀えあいネット」
「市公式LINEの情報配信」
「⽣活⽀援コーディネーター」
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どうやったら届
けることができ
るかな︖



②移動の⽀援
・交通機関による移動の⽀援（検討中）
・付き添いによる移動の⽀援

―どうやったら実現できる︖

③参加のきっかけ
・知り合いがいなかったり、
気後れがある⽅に対する 声かけ、お誘い
―どうやったら実現できる︖
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（３） “居場所“に対する⽅針（案）



（４）意⾒交換

居場所へのアクセス向上のため、
皆様の所属団体で “最近取り組んだこと” や
“できそうなこと” があれば教えてください。

①居場所の情報や案内
②移動の⽀援
③参加のきっかけ

20


